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１． はじめに 

 昨今、歴史ある道路橋の補修設計・耐震補強設計が増えている。特に古い鋼製橋梁のディテールは非常に緻密

に設計がされており、その耐震補強は困難である。 
本報告は、歴史的橋梁の外観を損なわないように配慮した橋脚の橋軸直角方向の耐震補強検討を報告するもの

である。 
２． 耐震検討概要 
 本橋梁は、中央径間がラーメン構造、側径間がゲルバーヒンジを介した単純梁構造となっており、複雑な構造

形式となっている。そのため、耐震性能の評価は、2次元骨組みモデルによる時刻歴応答解析によることを基本と

した。まず、現況の耐震性能を把握し、弱点箇所を抽出した後、補強方法を検討し、解析モデルを組み直し、補

強後の耐震性能を評価することとした。 
３．構造概要 

現橋梁の側面図および橋脚・橋台部の断面図を図－1および図－2に、橋りょう諸元を表－1に示す。 
 上部工は7主桁であり、中央径間部で門型ラーメンとなっている。床版はRCで、横桁に支持された一方向スラブ

である。主桁はI型断面で、柱は中央のG2～G6列では十字型の断面、端部のG1、G7列はT字型の断面であり、隅角

部から支点部に掛けて断面が小さく変化している。主桁、柱とも平板とL形鋼がリベットで接合され、断面を構成

している。下部工は起点方からA1橋台、P1橋脚、P2橋脚、A2橋台となっており、全てRC控え壁式構造である。橋

台は直接基礎、橋脚は杭基礎であるが、木杭基礎のため、橋脚も地質改良した直接基礎として扱った1)。支点条件

は、橋軸方向が、橋脚部で固定支承（ヒンジ）、橋台部で可動支承となっている。橋軸直角方向は全て固定支承

である。 
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図－1 側面図 

図－2 断面図 

表－1 橋梁諸元 
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４．レベル２地震時の保有耐力 
 橋脚の橋軸直角方向の耐震補強については、地震時の水平力を橋座面に極力伝達させるため、図-3および図-4
に示すように、Ｘ型のブレースを設置する補強とした。 

対象橋梁の床版は主桁と非合成であるため、コンクリートスラブの剛性を期待せずに橋軸直角方向に水平荷重

を載荷した場合、各橋台橋脚の水平反力は表-2の結果となる。P1・P2橋脚の水平反力が全体の4割程度と大きくな

るため、これに要する橋脚の補強は図-3のように7脚間に全てブレースを設置する上、端部の橋脚には補強が必要

になるため、橋脚の印象を大きく変えることとなる。 

本設計では、主桁より上面の床版について打替えが決定しているため、主桁上フランジ上にスタッドジベルを

溶植（図-5参照）し、床版打替え部のコンクリートスラブの剛性を期待することとした。この条件で橋軸直角方

向に水平荷重を載荷すると、水平反力は表-3の値となる。P1・P2橋脚に分担する水平反力は、全体の8％程度とな

った。これに要する橋脚の補強は図-4のようになり、図-3よりもブレースの投影面積を小さくすることができ、

端部の橋脚の補強も不要になり、橋脚の印象に大きな影響を与えないブレース補強として提案することができた。 

 

５．まとめ 
景観に配慮した橋脚の橋軸直角方向のブレース補強について検討を行った。対象橋梁の主桁と床版は現況非合

成になっているが、主桁にスタッドジベルを溶植し、床版打替え部についてコンクリートスラブの剛性を期待す

れば、橋脚に大きく作用していた橋軸直角方向の水平反力を橋台に分散させられることが分かった。その結果、

景観に大きな影響を与えていたブレース構造の規模を小さくすることができた。 
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図－3 コンクリートスラブの剛性 

を考慮しない場合の耐震補強 

図－4 コンクリートスラブの剛性 

を考慮した場合の耐震補強 

表－2 コンクリートスラブの剛性を考慮しない場合の橋台橋脚の分担水平反力 

表－3 コンクリートスラブの剛性を考慮した場合の橋台橋脚の分担水平反力 

図－5 スタッドジベル養植イメージ 

スタッドジベル 新設床版 
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